




























































































































この分類に基づき、 2. 3. lで「図書館の特性を生かした日本語支援活動を行っている」
と答えた2か所の図書館でこれまで行われた活動内容の質の検討を行う。
3. 2 新宿区立大久保図書館の日本語支援の実践














































































































































ピプリオバトル 自分の感動④や感「激したことなどを話当 上級向図者き向きの活動方なので、 中級発、初を
すことは、 人間的活動」に相 級意 のバトル法も必化要。 問
的・段階的にに構造する。
多言語多読 5読E冨後可Tト、 どの本が一番九日楽しかったか投 アウトプットの機会を設大けて、イン




おはなし森のわ 絵す本活を読み 感「じたことや体」験を話当 自己関与発度の高意い発的話を引き出’構すた
くわくキャンプ 動は、③解釈的活動に相 めド、 聞を図 ・段階的L 造
化する。
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